
２０２２年度 

 

いわき陸上競技協会審判講習会 
（兼 2021年度全国競技運営責任者会議伝達講習会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 日：２０２２年４月９日（土） 

場 所：いわき陸上競技場（室内走路） 

主 催：いわき陸上競技協会（審判委員会） 



競技規則修改正について 

 

１ 施設用器具関係 

（１）マーキングの追加 

▪ 障害物競走路の直走路と曲走路の境界にマーキング。 

（２）粘土板の粘土の角度変更 

▪ 粘土の角度を４５度から９０度に変更。（2022 年 4 月 1 日から施行） 

 

２ 競技規則 

【CR１３】服装  

▪ 審判長、各主任、マーシャルおよび医師は明確な方法で区別する。 

※スターターは区別しなくてもよい（従来のままでもよい）。 

 

【CR２５.４】略記号 

▪ レーン侵害（新ルール）に該当する場合は、当該レースの記録および次ラウンドのスタートリ

ストの備考欄に「L」 の記号を記載。   

 

【CR３７.２  ３７.４.７  ３７.８】記録の申請 

▪ 競技会終了後、一週間を目途に記録を申請。 

 

【TR５.２～５.６】競技用シューズ   資料①・② 

▪ ２０２４年１１月１日から競技場内で行う競技用シューズの靴底の厚さは２０ｍｍ以下となる。 

ただし、競歩は４０ｍｍまで認める。 

※２０２３年１０月３１日までは現行ルール。 

 

【TR１７.４】レーン侵害   資料③ 

 

【TR２５.１７】試技時間   資料④ 

 

【TR２６.９】ジャンプオフ  別紙④ 

 

【TR３２.１４】無効試技 

▪ 競技者の投げた円盤またはハンマーの頭部が競技者に遠い側の囲い（着地場所に対して、

右利きの競技者は左側、左利きの競技者は右側）に当たった場合は無効試技とみなす。 










